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 書式第１２号（法第２８条関係） 

 

 

令和４年度  事 業 報 告 書 
 

特定非営利活動法人 自然環境復元協会 
 

 
１ 事業の成果 

 
（１）特定非営利活動に係る事業 
 
①環境教育及び環境人材の育成に係る活動 
 
1）資格認定講習 

・開催回数 １回 
・実施級 初級・中級・上級 
・実施期間 2023年1月7日（土）〜1月31日（火） 
・受講者数 116名（内訳等以下）。 
 
・多様な分野からの受講を促進するための制度改定２年目となり、非環境分野を含む 
約20分野の受講者が受講（内訳等以下）。 
 

・若手環境人材からの受講促進を目的に、初級受講条件を18歳以上(学生含む)と改訂した。 
本年度は、高校生を含む13人の現役学生が受講（内訳等以下）。 
 

・３年連続にてオンライン開催し、30都道府県から受講（内訳等以下）。 
 
令和４年度受講者・認定者数内訳 （単位：人） 

級 受講者数 認定者数 
初級 69  57 
中級 42  39 
上級  5  5 
合計 116  101 

 
資格認定講習 受講者数（認定者数）推移（直近５年）（単位：人） 
 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 

初級 6（ 5） 6（ 6） 14（12） 42（38） 69（57） 
中級 17（16） 24（24） 23（23） 25（25） 42（39） 
上級 0（ 0） 1（ 1） 0（ 0） 5（ 5）  5（ 5） 
合計 23（21） 31（31） 37（35） 72（67） 116（101） 
 

令和４年度受講者分野内訳 
約20分野（人数・％） 
サービス業/非環境系（17人・14.7%）、市民団体（16人・13.8%）、学生（13人・11.2%）、 
農林漁業（11人・9.5%）、公務員（9人・7.8%）、造園業（6人・5.2%）、 
製造業/工業系（5人・4.3%）、運輸業（4人・3.4%）、主婦/主夫（4人・3.4%）、 
情報通信業（4人・3.4%）、教育機関（4人・3.4%）、環境教育施設（4人・3.4%）、 
その他（サービス業/環境系、建設コンサルタント、エネルギー業、不動産業、福祉団体、経
営コンサルタント、商社、マスメディア、金融業、環境調査/分析 など） 
 
令和４年度受講者年齢層内訳 

年代 人数 割合 
学生 13 人 11 ％ 
20代 11人  9 ％ 
30代 23人 20 ％ 
40代 37人 32 ％ 
50代 25人 22 ％ 
60代  7人  6 ％ 

事 業 報 告 用 
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令和４年度受講者地域内訳  計31都道府県（人数・％） 
北海道（4人・3.4%）、青森県（2人・1.7%）、岩手県（3人・2.6%）、福島県（2人・1.7%）、 
山形県（3人・2.6%）、宮城県（2人・1.7%）、新潟県（2人・1.7%）、群馬県（5人・4.3%）、 
茨城県（2人・1.7%）、埼玉県（5人・4.3%）、東京都（24人・20.7%）、 
千葉県（9人・7.8%）、山梨県（3人・2.6%）、長野県（3人・2.6%）、富山県（1人・0.9%）、 
神奈川県（13人・11.2%）、静岡県（5人・4.3%）、岐阜県（2人・1.7%）、 
愛知県（5人・4.3%）、三重県（1人・0.9%）、京都府（3人・2.6%）、奈良県（1人・0.9%）、 
大阪府（4人・3.4%）、兵庫県（3人・2.6%）、岡山県（1人・0.9%）、広島県（1人・0.9%）、 
香川県（1人・0.9%）、福岡県（3人・2.6%）、熊本県（1人・0.9%）、 
鹿児島県（1人・0.9%）、沖縄県（1人・0.9%） 
 

2）認定校制度 
・298名の環境再生医初級取得者を認定（内訳等以下）。 
・申請減や遅延要因（covid-19や物価高による学生の経済的困窮、教員からの対面説明機会減、対
面授業移行準備等による担当者多忙など）の動きについては継続して情報収集し、代替案等を検
討予定。 

・認定校数は昨年度と同じ37校を維持（内訳等以下）。 
 
認定校での認定者数推移（直近５年）         （単位：人） 

 平成30年 令和1年 令和2年 令和3年 令和4年 
認定者数 257 282 261 304 298 

 
令和４年度 認定校別環境再生医初級取得者数          （単位：人） 

学校名  取得者数 
岩手県立大学 総合政策学部 10 
岩手大学 農学部 8 
岩手大学 人文社会科学部 3 
江戸川大学 社会学部 0 
大阪産業大学 人間環境学部 8 
金沢大学 人間社会学域 0  
岐阜女子大学 家政学部 0 
岐阜大学 応用生物科学部 7 
九州産業大学 工学部 19 
京都先端科学大学 バイオ環境学部 4 
甲南大学 文学部 0 
神戸女学院大学 人間科学部 6 
神戸大学   15 
実践女子大学 生活科学部 3 
芝浦工業大学 システム理工学部 14 
尚絅学院大学 総合人間科学部 0 
信州大学 農学部 24 
東京テクニカルカレッジ   9 
第一工科大学 工学部 2 
拓殖大学 政経学部 5 
拓殖大学 国際学部 4 
拓殖大学北海道短期大学 農学ビジネス学科 3 
玉川大学 農学部 27 
都留文科大学 文学部 10 
東海工業専門学校金山校 昼間部 0 
東海大学 海洋学部 15 
東京農業大学 農学部 21 
東京農工大学 農学部 0 
常葉大学 社会環境学部 0 
長崎大学 環境科学部 8 
西日本短期大学 緑地環境学科 0 
日本工科大学校 環境建設工学科 1 
日本大学 生物資源科学部 31 
日本大学 理工学部 10 
人間環境大学 人間環境学部 15 
兵庫県立大学大学院 緑環境景観マネジメント研究科 3 
北海道科学大学 工学部 0 
前橋工科大学 工学部 1 
宮崎大学 農学部 0 
龍谷大学 (学部共通) 12 
 合計 298 
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認定校数推移（直近５年）             （単位：校） 
 平成30年 

2018 
令和元年 
2019 

令和2年 
2020 

令和3年 
2021 

令和4年 
2022 

①継続 34 34 35 37 37 
②新規 0 1（拓大国際） 2（福島大・

人間環境大） 

0 0 

③関係回復 1（信州大） 1（江戸大） 0 0 0 
休眠 10 9 9 9 9 
中止 1(IWAD/科目

廃止 

1(宮崎大/科目

廃止） 

1(宮城大/科

目廃止） 

0 0 

稼働校計 
(①+②+③) 

35 36 37 37 37 

 
3）資格制度の質の向上 
・認定校講義受託（継続案件）：１件（龍谷大学/環境再生医フィールド研修内特別講義）。 
・環境再生医へ有償案件紹介(継続案件)：1件(東京テクニカルカレッジ/環境保全実習講師）。 
・資格取得者への情報提供 

メーリングリスト約40件（継続学習情報、人材募集情報、環境再生医関連活動案内など） 
・レンジャーズプロジェクトとの連携 

認定校取得者へのレンジャーズやボランティアリーダー案内、資格認定講習受講者募集、 
One Tree Planted案件運営など。 

・ふるさと未来プロジェクトとの連動 
環境再生医への未来塾イベント参加者募集案内など。 

・CSOラーニング企画（SOMPO環境財団）との連動 
認定校への企画説明、参加者募集案内など。 
 

4）資格取得者の管理（更新等） 
・更新率対象者数57名のうち35名が更新を行った。 
・更新率は61.4％。 

 
更新率（直近５年）                    （単位：％） 
  平成30年 令和1年 令和2年 令和3年 令和4年 
更新率  69.3 58.9 72.1 71.1 61.4 
 

・資格認定登録者101名のうち57名（入会率56％・運営会員10名・協力会員47名）がNAREC会員に
入会した。 

 
入会率（直近５年）                    （単位：％） 

 
 
 

 
 
 
②身近な自然環境の保全・復元・維持管理に係る活動 
 
1）レンジャーズプロジェクト 

レンジャーズ隊員の派遣を43回行い、423人の参加があった（企業・認定校のレンジャーズは除
く）。隊員登録数は4733名。（2023年3月31日時点） 

 

以下過去実績 

 

 

 

 

 

 

 

 平成30年 令和1年 令和2年 令和3年 令和4年 
入会率 - - - 62.1 56.4 

 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 
活動回数 49回 39回 37回 23回 40回 
参加者数 340人 333人 394人 218人 331人 
隊員登録数 2,813人 3,058人 3,481人 4,039人 4381人 
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2）新規フィールドの募集 

2022年5月25日（水）～7月14日（木）の期間で、本プロジェクトの受け入れ先となるフィールド
を新規に2箇所応募した。対象は、東京都23区内もしくは、23区に隣接している市区で活動をして
いる団体で、市民活動団体（指定管理者は除く）として地域に根差し、身近な自然（公園、雑木林
等）の環境保全活動を定期的に行う団体である。募集は、ホームページへの掲載、NARECのメルマ
ガ・レンジャーズプロジェクトの隊員へのメール配信、外部募集サイトへの掲載などを行った。 
募集の結果、神奈川県川崎市高津区の「高津区市民健康の森を育てる会」と東京都中央区の「育

てる芝生〜イクシバ！プロジェクト〜」の2箇所を採択した。 
 

3）新規リーダーの募集 
2022年11月に新規リーダーの募集を行った。リーダーは、フィールド活動当日に現場へ行き、参

加者と現地団体の橋渡し役などを担う。近年、リーダーの人員不足が深刻な問題であった。今回は
ホームページや外部サイトへの掲載を行い、有償のリーダーを募集した。募集の結果、新規に5名
登用した。 

 
4)企業連携・受託事業 

横浜市内でのレンジャーズの実施は、ＮＰＯ法人よこはま里山研究所と協働で行った。また、Ｎ
ＰＯ法人よこはま里山研究所が横浜市より受託した事業「森づくりボランティア体験会」の一部業
務を受託し、隊員を7回派遣した。 
米国One Tree Plantedとの協働で、2022年9月に埼玉県川口市にて環境保全活動、10月に沖縄県

糸満市にて植樹プログラムを行った。 
 

5)その他 
2022年11～12月に、大学生以上の学生を対象としたプログラムを開催した。内容は、オンライン

勉強会1回、フィールド活動2回の全3回のプログラムであった。 
 
 
③農山漁村の活性化及び環境保全型農林業に係る活動 
 
1)ふるさと未来創造事業 

農林水産省「令和4年度農山漁村振興交付金」の採択があった地域協議会へ事業化・組織化等の
伴走支援や助言等を行った。 

 
団体名称／地域 内容 

市原みつばち牧場農泊推進
協議会／ 
千葉県市原市 

みつばち牧場の地域資源を活用した体験コンテンツ造成
のためのインタープリター指導者育成、データ収集分
析、ブランディング検証・改善、経営戦略、マーケティ
ング戦略の構築、新規プログラムの開発・トータルコー
ディネイトなどを行った。 

たかす農泊実施協議会／ 
岐阜県郡上市高鷲地区 

農政局に帯する報告書の作成助言等の支援業務を行っ
た。 

Green School Yakushima／
鹿児島県熊毛郡屋久島町 

屋久島の里巡りを中心とした環境教育的体験コンテンツ
造成のためのアンケート調査、モニターツアーへの動
向・助言を業務として行った。NPO法人化の資料の助言
等行った。 
事業者体験、モニターツアーを実施した。 
 

木繋プロジェクト／鹿児島
熊毛郡屋久島町 

木育プログラム構築のための合意形成の補助、ふりかえ
りのポイントの共有、ブラッシュアップに向けた相談、
またモニターツアー実施後の報告書支援などを行った。 

 
2）環境系学生未来塾 

・泰阜村 
NPO法人Hub&Labo Yakushima、NPO法人グリーンウッド自然体験教育センターと協働で、9月12
日～15日に8名の学生を対象に実施した。コロナ禍で活動制限された中での実施であった。次
年度以降も実施予定である。 
 

・in耶馬溪の試行 
屋久島、泰阜村に次ぐ新たな開催地として耶馬溪で未来塾を実施するため、10月より検討を行
い、安全管理マニュアル、コロナ対策マニュアルを作成した。12月にオンラインイベントを開
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催後、NPO法人Hub&Labo Yakushimaの協力のもと、株式会社「森と人と」との共同開催として2
023年2月13日〜16日に4名の学生を対象に実施した。今後は広報活動を展開し、次年度も実施
予定である。 

 
・モデル化に向けたマニュアルを作成した。（当日の流れ、当日までの学生スタッフの育成） 
・アンケートを実施した。（未来塾の関係人口創出の効果を可視化するために実施） 
・未来塾の広報冊子の作成：1500冊作成 

（地域向け400冊、大学向け500冊、新規地域100冊、NAREC保管100冊） 
・未来塾PR動画を作成した。今後YouTubeなどに掲載する予定 
 

④自然体験学習に係る活動 
・2022年11～12月に、大学生以上の学生を対象としたレンジャーズプロジェクトのオンライン

勉強会1回、フィールド活動2回を実施した。 
・ニュースレターで自然体験学習に関わる活動の参考になる図書の紹介を行った 
・環境系学生未来塾において、学生に対しての自然体験学習を行った。 

 
⑤テキスト等の出版に係る活動 
 

1）環境再生医テキストの改訂 

・環境再生医テキスト改訂に向けた構成案の作成を行った。 

 
⑥社会啓発や情報発信等に係る活動 
 

1）ニュースレター 

活動報告３回(全4頁)と年次報告１回（全8頁）を発行し、エコメール便で発送した。 

 

 
 
⑦自然環境の復元の学術的発展に貢献する活動 

・自然環境の復元の学術的発展に資するため、環境再生医テキスト改訂に取り組み始めた。 
・学術的発展を推進するため、日本櫻学会と協働での取り組みを計画し始めた。 
 

 
 
 
 
 

月・No 内 容 
7月 
No.76 

2021年度年次報告書、理事長ごあいさつ、新役員ごあいさつ、退任ごあいさつ 
事業レポート ふるさと未来創造プロジェクト 
活動レポート 環境プチ勉強会（アーカイブ動画配信中） 

10月 
No.77 

事業レポート ふるさと未来創造プロジェクト、レンジャーズプロジェクト、 
環境再生医 資格認定講習 ~オンライン開催~ 

1月 
No.78 

環境教育委員長あいさつ 
事業レポート ふるさと未来創造プロジェクト、レンジャーズプロジェクト 
活動レポート 学生限定レンジャーズ 

3月 
No.79 

特集 2022年度 環境再生医「資格認定講習」開催報告 
事業レポート ふるさと未来創造プロジェクト、レンジャーズプロジェクト 
活動レポート インターン活動報告 
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２ 事業の実施に関する事項 
 
（1）特定非営利活動に係る事業            （事業費の総費用【15,677】千円） 

事業名 事業内容 実施日時 実施場所 
従事者の
人数 

受益対象者
の範囲及び
人数 

事業費の 

金額 
（千円） 

①環境教
育及び環
境人材の
育成に係
る活動 

1)資格認定講習 
 
2)認定校制度 
 
3)資格制度の質の
向上 

4)資格取得者の管
理（更新等） 

1) 1/7〜 
1/31 

2) 通年 
 

3) 通年 
 
 
 

4) 通年 

1) 全国、オンライ
ン 

2) 全国 
 

3) 東京都、京
都府、オンラ
イン 
 

4) 全国 

1) 2人 
 

2) 2人 
 
3) 1人 
 
 
 
4) 2人 

1) 受講者 
116人 

2) 認定者 

298人 

3) 再生医ML

（ML兼ね

る）登録者

2,435人 
4) 更新者 

35人 

2,714 
 

②身近な
自然環境
の保全 ・
復元 ・ 維
持管理に
係る活動 

１）レンジャーズプロ
ジェクト 

 
2)新規フィールドの
募集 

3)新規リーダーの募
集 

4)企業連携・受託
事業 

1) 通年 
 
 

2) 通年 
 

3) 通年 
 

4) 通年 

1) 埼玉県、東京
都、神奈川県、
大阪府 

2) 東京都、神奈
川県 

3) 埼玉県、東京
都、神奈川県 

4)埼玉県、東京
都 、 神 奈 川
県、沖縄県 

1) 5人 
 
 

2) 2人 
 
3) 2人 
 

4) 3人 

1) 登録者 
4,733人 
 

2) 新規団体 
2団体 

3)新規リーダ
ー5人 

4）実施回数
9回 

4,282 

③農山漁
村の活性
化及び環
境保全型
農林業に
係る活動 

1)ふるさと未来創
造事業 

 
 
2)環境系学生未来
塾 

 

1) 通年 
 

 
 
2) 通年 

1)千葉県市原市、)
岐阜県郡上市、
鹿児島県熊毛郡
屋久島町 

2)長野県泰阜村、
大分県中津市 

1) 3人 
 
 
 

2) 5人 
 

1) 4団体 
 
 
 

2）受入団体 
2団体 
参加者 
12名 

7,823 

④自然体
験学習に
係る活動 

特になし     0 

⑤テキスト
等の出版
に係る活
動 

環境再生医テキスト
の改訂 

通年 東京 2人 － 0 

⑥社会啓
発や情報
発信等に
係る活動 

ニュースレター 
 

年4回 
 

東京 
 

4人 
 

発送数 
1,215件 

858 

⑦自然環
境の復元
の学術的
発展に貢
献する活
動 

特になし     0 

 

 
 
（２）その他の事業 

なし 

 

 


